
核のゴミ
処分地選定にみる

本末転倒

2021年5月10日

伴 英幸

原子力市民委員会第２部会

原子力資料情報室



トイレなきマンション建設

核廃棄物の処理・処分を考えずに原子力開発は進
められた。核廃棄物の厄介さ、処理処分の困難さ
が明らかになった現在でも、この問題を無視して
再稼働を進めている。

電力：原子力は国策民営、核廃棄物は政府が責任
をもって対応して欲しい
国：核廃棄物の発生者は電力。国は指導監督する
立場

定期検査時の廃棄物以外は、処理・処分が未定⇨無責任の構造



原子力市民委員会の主張

原発停止後の課題；廃棄物の管理・処理・処分

総合的な放射性廃棄物に関する法律の必要性

高レベル放射性廃棄物；最終処分法

通常廃止措置・福島第一廃炉；原子炉等規制法

RI使用；放射性同位元素等の規制法

事故で拡散した放射性物質；汚染対処特措法

その実施主体設立の必要性

日本原子力廃止措置機関（JNDA）を提案

統合



最終処分法（2000年6月7日）
特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律

処分対象

ガラス固化体と地層処分相当の再処理廃棄物（TRU)

段階的処分地選定

文献調査→概要調査→精密調査→処分地選定

次の段階へ進む前に「都道府県知事及び市町村長の意
見を聴き、これを十分に尊重しなければならない」

原子力発電環境整備機構（NUMO)の設立

認可法人（所管は経済産業省）

処分地の選定・処分の実施

応募方式→申入れ方式との併用（2007年〜）



将来世代への影響は必至
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再処理・ガラス固化

地層処分？

（「我が国の地層処分の技術的信頼性 第2次取りまとめ」より）



処分地選定の問題点

交付金による誘導策

離脱手続きが法にない

撤退の地下環境条件が決まっていない

（前頁と同じ資料より）



☆政治的圧力
で作成

☆公募要件を
マップ化

☆地域固有の
条件は除外

（科学的特性）
マップ
（2017年7月）



（科学的特性）
マップ
（2017年7月）



金属資源

（科学的特性）
マップ
（2017年7月）



基本方針(2015年5月22日)

概要調査地区等の選定が円滑に行われるためには、関係住民に継

続的かつ適切に情報提供が行われ、関係住民の意見が最終処分事

業に反映されることを通じ、地域の主体的な合意形成が図られる

ことが重要である。この観点から、概要調査地区等の選定に向け

た調査の段階から、多様な関係住民が参画し、最終処分事業につ

いて、情報を継続的に共有し、対話を行う場（以下「対話の場」

という。）が設けられ、積極的な活動が行われることが望ましい。



転倒した手続き

北海道条例で処分場拒否（受け入れ難い）

寿都町（人口2900人）
片岡晴雄町長の独断・町民の合意なき応募

反対署名⇨住民投票条例直接請求（議長判断で否決）
神恵内村（人口800人）
商工会の誘致請願→議会採択→国が申し入れ

熟議・合意後の文献調査入りではなく、
文献調査に入ってから理解活動を展開



ご清聴ありがとう
ございました


